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室 内 飼 育 に お け る ナ ナ ホ シ テ ン ト ウ 幼 虫 の 共 食 い 習 性

高 橋 敬 一

草 地 試 験 場

Cannibalism by the Larvae of Coccinella septempunctata bruckii MULSANT (Coleoptera: Coccinel-

lidae) in Mass-Rearing Experiments. Keiichi TAKAHASHI (National Grassland Research Institute, 

Nishinasuno, Tochigi 329-27, Japan). Jpn. J. Appl. Ent. Zool. 31: 201-205 (1987)

Laboratory tests for the detection of egg, larval and pupal cannibalism by the larvae of Coccinella 

septempunctata bruckii were carried out. When no aphids were supplied, most of the eggs were attacked 

by larvae in each instar, and most of the first and the second instar larvae molted to the next stages 

only with eggs. When an adequate number of aphids was supplied, only the first and the second 

instar larvae attacked a few eggs, and the third and the fourth instar larvae never attacked eggs. 

When no aphids were supplied, larval cannibalism occurred frequently in the second, the third and 

the fourth instar larvae, but most of the first instar larvae were starved to death or attacked by other 

instar larvae, whereas, when an adequate number of aphids was supplied
, larval cannibalism was 

minimal.Pupal cannibalism by the larvae did not occur except in one instance when no aphids

were supplied.

緒 言

共食いは昆虫 を室 内で飼 育する際に しば しば起 こ り,

大量増殖 を行 う場合 な ど重 大な障害 とな ることが ある。

共食 いの原 因 としては餌不足,個 体群の密度変化 あるい

は齢構成 の変化 な どが知 られ ている(FOX, 1975)。

著者はナナホ シテ ン トウCoccinella septempunctata

MULSANTを 室 内で飼 育 してい るが,最 も注 意 しな くて

はな らないの は共食 いである。 ここではア ブラム シの有

無がナナホ シテ ン トウ幼虫 の共食 いに与 える影響 を,発

育ステージや齢構成 を変 えて調査 した結果 を報 告す る。

本文 に入 るに先 立ち,本 試験 のために多 くのご教示 を

いただいた,農 業研 究セ ンター畑虫害研究室 の内藤 篤

室長 な らびに,草 地 試験 場作物害虫研究室 の大 内義久室

長 に心 か ら御礼申 し上げ る。

材 料 お よび 方 法

実験 はす べて直径9cmの シャー レに水 で湿 らせたろ

紙 を敷 き,こ の中に脱 皮直後のナナホ シテン トウの幼 虫

を放飼 して行 った。 以下のすべての実験 につ いて,ア ブ

ラムシを与 えた給餌 区 と与 えない無給 餌区 を設 け,そ れ

ぞれ にお ける共食 いの発生率 を比較 した。 反 復 数 は10

とした。餌 は各種齢期 の混 ざった コン ドウヒゲナガア ブ

ラムシAcyrthosiphon kondoi SHINJIを シャー レあた り約

200匹 与 え,22℃, 16時 間照明下 で実験 を行 った。観察

は毎 日1回 行い,共 食 い等 による幼虫の死亡個体数 と共

食 い された卵 あるいは蛹の数 を記録 した。

1. 幼 虫による卵の共食 い

シャー レ内 に各齢期 の幼 虫5匹 と,高 橋(1986)の 方

法 でアル ミホ イル片 に産卵 させ たものを1卵 塊入れて観

察 した。 卵塊 の卵粒数 は20と し,毎 日新 しい もの と交

換 した。

2. 同一齢 期の幼虫間での共食い

1齢 は50匹,2齢40匹,3齢25匹,4齢5匹 とい う

よ うに齢期 ご とに一定数 の幼虫 を入れて観察 した。

3. 齢期の異 なる幼 虫を組み合 わせ た場合 の共食 い

1齢25匹 と3齢25匹,1齢25匹 と4齢5匹 をそれ

ぞれ組 み合わせて シャー レに入れて観察 した。

4. 幼虫に よる蛹の共食 い

シャー レ内に同一齢期 の幼 虫5匹 と,蛹 化後1日 以上

を経過 した蛹を2個 体入 れて観 察 した。

結 果

1. 幼虫 による卵の共食い

1齢 幼虫は,ア ブ ラムシ を与 えな くて も,卵 を共食 い

す るこ とによってす べての個体 が2齢 へ 発 育 が進 ん だ
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Fig. 1. Egg cannibalism by the larvae.

■: mortality of larvae by cannibalism.

(Fig. 1)。 共食い され た卵数 は シャー レあた り1日 目が

12.1, 2日 目が5.8, 3日 目が2.6で あった。 アブ ラムシ

を与 えて も若干 の卵 の共食 いが起 こ り,そ の卵数 はシ ャ

ー レあた り1日 目が1 .0, 2日 目が0.3, 3日 目が0.1で

あった。

2齢 幼虫 では,ア ブラムシを与 えない と若干 の幼 虫同

士 の共食 いが起 こったものの,ほ とん どの幼 虫は卵 を共

食いす ることによって3齢 へ発育 が進 んだ。 アブ ラムシ

を与 えた ときも,わ ずか ではあるが1日 目に卵 が共食 い

された。

3齢 幼虫 では,ア ブラムシを与 えない と卵 の共食 い と

ともに幼虫 同士 の共食 いが起 こ り,結 局 シャー レあた り

約1匹 の幼虫が4齢 へ発育 が進 んだ。 アブラムシを与 え

ると,卵 の共食い も幼虫間 の共食 いもまった く起 こ らな

か った。

4齢 幼虫 も3齢 幼 虫 と似 た傾 向にあった。 すなわちア

ブラムシを与 えない と,卵 の共食 い とともに幼 虫同士の

共食 い も起 こ り,蛹 にまで発育 が進 んだのはシャー レあ

た り1匹 程度 であった。 アブ ラムシを与える と共食 いは

まった く起 こ らなかった。

2. 同一齢 期の幼虫間での共食い

1齢 幼 虫ではアブ ラムシを与 えない とすべての幼虫が

死亡 した(Fig. 2)。 共食 いによる死亡 は比較 的少 な く,

ほ とん どが餓死 であった。 アブ ラムシを与える と共食 い

はまった く起 こ らなかった。

2齢 幼虫 でもアブラムシを与 えない とほ とん どの幼 虫

が死亡 して しまい,そ の うち共食い による死亡率 は63%

とかな り高 かった。共食 いの結果3齢 まで発育 が進 んだ

のは,供 試虫数400匹 の うちわずか2匹 のみであった。

アブ ラムシを与 えた ときには共食い はまった く起 こらな

か った。

3齢 幼虫 では,ア ブ ラムシを与 えない とすべての幼 虫

が死亡 して しまい,4齢 へ発育 が進 んだ個体 はいなかっ

た。 共食 いに よる死亡率 は38%で あ った。 アブ ラムシ

を与 えた ときは共食 いは起 こ らず,す べての幼 虫が4齢

へ進んだ。

4齢 幼虫で は,ア ブラムシを与 えない と,共 食 いの結

果 供試虫50匹 の うち3匹 が蛹へ発育 が進 んだ。 共食 い

による死亡率 は78%で あった。 アブラムシを与 える と

すべての幼 虫が蛹 にまで発育 し,共 食 いはまった く起 こ

らなか った。

いずれの齢期で も,共 食 いは 実験 開始後1～2日 目に

多 く起 こった。

3. 齢期 の異 なる幼虫を組 み合わせた場合の共食い

1齢 と3齢 の組み合 わせでは,ア ブ ラムシを与 えない

と1齢 幼虫 の96%が 実験開始後2日 目まで に3齢 幼 虫

によ って共食い された(Fig. 3)。 3齢 幼 虫 も共食 いによ

って64%が 死亡 し,結 局1, 3齢 ともに次 の齢期 に発育

が進ん だ個体 はなかった。 アブラムシを与 える と,1齢

幼 虫がわずかに共食 い された ものの,大 半の幼 虫は次 の
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Fig. 2. Larval cannibalism among individuals at the same stage.

■: mortality of larvae by cannibalism.

Fig. 3. Larval cannibalism among individuals at different stages.

■: mortality of larvae by cannibalism.

齢期へ発育 が進 んだ。

1齢 と4齢 の組み合 わせで も,ア ブ ラムシ を与 えない

と,実 験開始後1日 目にすべ ての1齢 幼虫が共食い され

た。4齢 幼 虫 も76%が 共食 いによ り死亡 し,次 の齢期

へ進んだの は 全供試個体 の中で4齢 幼虫50匹 中1匹 の

みで あった。ア ブラム シを与 えると共食 いはまった く起

こらず,す べて の幼虫 が次 の齢期へ発育 が進 んだ。

4. 幼虫によ る蛹の共食い

蛹の共食い が 起 こ っ た の は4齢 幼 虫の1例 のみであ

り,ア ブラムシを与 えなか った ときに起 こった(Fig. 4)。

ア ブラム シを与 えない と幼虫同士の共食い も起 こり,1

齢 で2%, 2齢24%, 3齢32%, 4齢63%の 幼 虫が共食

いで死亡 し,次 の齢 期 に 発 育 が 進 ん だ個体はいなか っ

た。 アブ ラムシを与 える と,い ずれ の齢期 で も共食 いは
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Fig. 4. Pupal cannibalism by the larvae.

■: mortality of larvae by cannibalism.

まった く起 こらなかった。

考 察

今回 の実験 か ら,幼 虫による卵 の共食 いに関 しては,

アブラムシを与 えない と,い ずれ の齢期 の幼虫 もよ く卵

を共食 いす ることが判明 した。そ の際,1齢 および2齢

幼虫 はほとん どが卵の共食 いだけで次 の齢期 へ発 育が進

んだ。3齢 お よび4齢 幼 虫 も卵 の数 が十分 にあれ ば,卵

のみで次 の齢期へ発育す ることがで きる と考 え られ る。

卵塊か らふ化 して きた幼虫 が,そ の卵塊 の未ふ化卵 を

共食 いす るこ とはよ く知 られて いる(PIENKOWSKI, 1965; 

BROWN, 1972; DIMETRY, 1974; KAWAI, 1978)。 それ によ

れ ば共食 いされ る卵 にはふ化 しないものばか りでな く,

ふ化 が可能 であるがふ化 の遅れ ている もの も含 まれてお

り,そ の際 に共食 い され る卵 の数 は,近 くの餌密 度には

影響 され ない とい う。攻撃力 の弱い若齢 幼虫は卵 を共食

いす るこ とが生 き残 りに有利 である と考 え られ る。 この

実験 で も,餌 としてのアブ ラムシが十分あ ったに もかか

わ らず,若 齢幼 虫による卵 の共 食 い が観 察 され た こ と

は,そ れを物語 っている と思 われ る。 とくに,1齢 幼虫

では,幼 虫間の共食 いが他の齢期に比べて少ない ことか

ら,攻 撃力 もい ちだん と弱い と考 えられ,卵 に対す る共

食いは生存上 きわめて重要であ ると考 えられ る。一方,

3齢 や4齢 幼虫では,餌 アブ ラムシの密度が摂食 によっ

て極端に低 くな って も卵の共食いはま った くみ られず,

卵 に対 する選 好性 は若齢 幼虫よ りも低い と考 え られ る。

同一齢期 の幼 虫間ではアブ ラムシを与 えない と共食 い

が起 こ り,と くに行動 の活発な2～4齢 期ではかな りの

高率 で起 こった。 しか しアブ ラムシ を与 えると共食 いは

まった く起 こらなか った ことか ら,幼 虫間の共食いは餌

不足 による もの とみて よい。 また,異 な る齢 期の幼虫 を

組み合 わせた場合 もこれ と同様で あった。

蛹 に対 する共食 いは1例 しか認め られなか ったが,今

回のよ うに蛹化後1日 以上 を経過 した蛹 を用い るかわ り

に,前 蛹ない しは蛹化直後の蛹 を供試すれば共食いが多

くなる可能性 もある。

FOX (1975)は 共食い を起 こす原因 と して,餌 不 足,

個体群 の密 度変化 あ るいは齢構 成の変化な どをあげてい

るが,ナ ナホシテ ン トウ幼 虫の場合 は,餌 とな るアブ ラ

ムシさえ十分 に供給 していれ ば,齢 構成 が異 な っていて

もまた飼育密度 が多少高 くて も共食 いはほ とん ど起 こら

ない といえる。 したがって適 当な代替 餌のないナナホシ

テン トウの場合,餌 アブ ラムシの確保 が室 内飼 育を円滑

に行 う鍵 である といえる。

摘 要

餌 アブラムシの有無 がナナホシテ ン トウ幼 虫の共食 い

に与 える影響 を各種 の発育 ステージの組合 せについて調

査 した。

1) アブラムシを与 えない といずれ の齢期 の幼 虫も卵
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を共 食 い した が,ア ブ ラム シ を 与 え る と3齢 以 上 の齢 期

で は卵 の共 食 い は み られ な か っ た 。 しか し,1, 2齢 期 で

は そ の場 合 で も若 干 の共 食 い が見 られ た 。

2) 幼 虫 間 で の共 食 い は ア ブ ラム シ を与 えな い と2齢

以 上 の齢 期 で 多 く起 こっ た が,ア ブ ラム シ を与 え る と ほ

とん どみ られ な か った 。 ア ブ ラ ム シ さ え十 分 に あれ ば,

幼 虫 の齢 構 成 や 飼 育 密 度 の違 い は共 食 い の原 因 に は な ら

な い と思 わ れ る。

3) 蛹 に対 す る共 食 い は,ア ブ ラム シ の 有 無 に か か わ

らず ほ とん ど起 こ ら なか っ た。
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